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「京都大学医学部附属病院腎臓内科関連病院腎疾患データベース構築に 

関する観察研究(R1718)」について 

 

当科では下記の臨床研究を行っています。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用または提供され

ることを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお申し出ください。 

本研究は当院の倫理・臨床研究審査委員会で審査され病院長の承認を受けています。 

 

＜研究の背景・意義・目的＞ 

腎臓病は原因不明で長期にわたる経過観察が必要です。同じ病気と診断された方でも腎臓病

の進行に違いがある場合もあります。この研究では多数の関連病院の腎臓病の情報を統合し

たデータベースを作り、特定の腎臓病の進行・治療について解析するとともに、稀な疾患の

知見を共有することで、適切な診断、治療につながることを目的とします。 

 

＜研究責任者・研究組織＞ 

京都大学医学部附属病院 腎臓内科 教授・柳田素子 

 

＜対象となる患者さん＞1997 年１月１日から 2021 年 12 月 31 日までに当院腎臓内科

を受診された患者さん。 

 

＜研究期間＞2023 年 11 月 20 日までを予定しています。 

 

＜研究の方法・使用する項目など＞ 

当院腎臓内科に受診され診療の際の診療情報を研究に使用させていただきます。 

利用する情報として患者さんの（１）年齢、性別、臨床病名、病歴、（２）生体試料（腎生

検残余組織、血漿、血清、尿、腹膜生検残余組織）、（３）各種検査データ（血液、尿、画像

検査、腎生検所見を含む）、バイタルサインデータ（血圧を含む）、（４）治療内容（内服薬

や点滴、透析内容を含む）、（５）観察期間、予後（慢性腎不全の stage、血液透析・腹膜透

析・腎移植の有無、生存の有無）になります。 

 

＜個人情報の取り扱い＞ 

研究で集めるデータには患者さんのお名前や住所など個人を特定する情報は含まれません。

また特定の個人を識別することができないよう、研究対象者に番号を付与したうえで、デー

タを提出します。患者さんの情報は匿名化(とくめいか)（誰のものかわからないように）さ

れ、対応表は当院で保管します。 

 

＜研究成果の発表について＞ 

この研究によって成果が得られた場合は、国内外の学術集会・学術雑誌、メディアなどで公

表します。その際にも、ご提供いただいた方の個人情報が明らかになることはありません。 

 

＜データ提供による利益と不利益＞ 



2023 年 4 月 3 日 

研究に参加されなくても今後の診療を受けるうえで不利益はありません。この研究は過去の

診療録などの情報を用いた観察研究です。研究に参加された場合、患者さんに対して利益・

不利益のどちらも発生することはありません。予定外の治療や検査、薬が追加されることも

ありません。 

 

＜データ利用の拒否と中止＞ 

研究参加の辞退のお申し出があった場合には、それまでに保存させていただいた検体がある

場合には、その保存と研究への利用の可否についてお伺いします。それまでの検体の利用も

辞退される場合には、検体を完全に匿名化した状態で破棄いたします。ただし、辞退のお申

し出より以前に研究に利用されすでに研究結果となった研究成果情報につきましては、破棄

することができません。 

 

＜本研究の資金源（利益相反）＞ 

研究費として京都大学の運営交付金を用いて行います。利益相反については当院の規定に則

って管理しています。 

 

＜問い合わせ先＞ 

本研究に関するご質問等がありましたら担当医師まで問い合わせ下さい。 

 

問い合わせ先 

京都桂病院 

京都市西京区山田平尾町 17番地 

TEL：075-391-5811(代表) 

責任医師：腎臓内科 部長 宮田 仁美 

 


